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2017 年 3月 23日 

各 位 

全国海運組合連合会 

 

 

徳島県船員育成協会主催 平成 29年度 6級海技士

講習会（航海・機関）の開催要領のご案内 

 

 

 今般、四国地方海運組合連合会殿を通じ、徳島県内航海

運組合より以下・別添の通り情報提供を頂きました。 

 

 徳島県船員育成協会主催による平成 29 年度 6 級海技士

講習会（航海・機関）の開催要領が決定致しましたのでご

案内申し上げます。 

  

 本年度より、免許講習が尾道海技学院で実施となってお

ります。つきましては、試験の合否にかかわらず、免許講

習（尾道海技学院）を必ず受講いただける方に限らせて頂

いております。 
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受講費用等につきましては、受講案内に記載させて頂い

ております。講習会並びに免許講習等の交通費・宿泊費等

は実費になります。 

 

 その他、何かお気付きの点がございましたら、徳島県内

航海運組合 事務局・川﨑までお問い合わせ頂きますよう宜

しくお願い申し上げます。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 徳島県内航海運組合 

 事務局長 川﨑 

 ＴＥＬ：088-654-7279 

 

以上 

 



福重
タイプライターテキスト
※　臨時試験申請・免許申請手数料　　　22,370円（前年度）が必要です。

福重
タイプライターテキスト



平成２９年度船舶職員養成講習会等の開催計画日程表 （於　小松島市）

徳島県船員育成協会

８月 ９月

日 曜日 行　事 会場 備　考 日 曜日 行　事 会場 備　考

1 火 1 金 講習 小

2 水 2 土 講習 小

3 木 3 日 講習 小

4 金 4 月 講習・閉講式 小

5 土 5 火 臨時試験 運

6 日 6 水

7 月 7 木

8 火 8 金 合格発表（予定）

9 水 9 土 ﾚｰﾀﾞｰ観測者講習 尾道

10 木 10 日 ﾚｰﾀﾞｰ観測者講習 尾道

11 金 11 月 ﾚｰﾀﾞｰ観測者講習 尾道

12 土 12 火 救命講習 尾道

13 日 13 水 救命講習 尾道

14 月 14 木 消火講習 尾道

15 火 15 金

16 水 16 土

17 木 17 日

18 金 18 月

19 土 19 火

20 日 20 水

21 月 21 木

22 火 22 金

23 水 23 土

24 木 24 日

25 金 開講式・講習 小 25 月

26 土 講習 小 26 火

27 日 講習 小 27 水

28 月 講習 小 28 木

29 火 講習 小 29 金

30 水 休み 30 土

31 木 講習 小

※会場　小：小松島市港内事務所　　運：徳島運輸支局　　尾道：尾道海技学院

※６級海技士（航海）、６級海技士（機関）とも会場は同じです。



船種 総トン数
　　(従　業　制　限）

　職　　　名

　　　して記入すること。

（ 受 付 番 号 ） 第 号

受 講 申 込 書

　　　　　　貴協会主催の船舶職員養成講習会を受講したいので申し込みます。

平成　　　年　　　月　　　日

住　　所

氏　　名　　 印

電　　話　　　　　　　　　　　(　　　　　　）

徳島県船員育成協会会長　　殿

　　 フ　　リ　　ガ　　ナ
性　別 　　生　年　月　日 　　　　本　　　　　　　　　　籍

　　氏　　　　　　 　　名

　　　年　　月　　日

受　　　講　　　科　　　目

現有海技免状の有無、種類

学　　　　　　　　　　　　歴

　　　　　　　　乗　　　　　　　　船　　　　

　航　　行　　区　　域

　　　　履　　　　　　　　歴

船　　　　　名 　　乗　　　船　　　期　　　間

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　年　　　月　　　日

受付印

（注）乗船期間欄には乗船の翌日から下船の日までを計算



乗 船 履 歴 証 明 書

〔被証明者〕

職 業

氏 名 役 職 名

生年月日 年 月 日生

下記乗船

期間中の 
∫

勤務先 

勤務先 

(又は学校 ･学部 ･学年等)

(又は学校)の所在地

現 住 所 勤務先 (又は学校の電話番号) 仁 _… … __)

本籍の都

道府県名

前期の職業に在職 (又は在学) した期間

年 月 日から 年 月 日まで

〔証明者〕

上記 の者 の乗船履歴 は､下記 の とお り相違 ない こ とを証 明 します｡

年 月 日 (保留施設の管理者等が証明する場合)

(船舶所有者又は 船長)
管理者等の氏名 (管理者等が法人の場合は代表者の氏名)

証 明 者 の 氏 名

証 明者 の現住所
管理者の住所 (管理者等が法人の場合は法人の所在地)

職 業

役 職 名
管理者等の連絡先電話番号 (管理者等が法人の場合は法人の連絡先電話番号) 

勤 務 先

勤務先 の所在地

勤務先の電話番号 ( ) (注)乗船履歴証明書その他の書類は､偽って作成 してはならない｡虚偽の

内容の申請書､証明書等により不正の手段で免許を取得 した時は､免
勤務 先 にお ける 自 年 月 日

許の取消処分､ 2年以内の期間の受験停止処分に加え､刑法の罪に問

在 職 期 間 至 年 月 日 われることがある｡

職 名船

番

舶

号

船舶の

種 類

船舶名 総トン数は推進機

の出力

又関 推進機関無線設備のの種種類類

又は船舶の用途 

､航行区域又は従業区域ノ:

(従業制 限を含む○)

船舶所有者の

氏名又は名称

就乗船又は業 の 下船又は終 業 の 就乗船又はの業 乗船場所 下船場所 船 長 の 乗船

年 月 日 年 月 日 期 間 氏 名 者数

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 月 午日 月 午日

月 午日 

期 間 の

裏面の注意事項参照

(社団法人 日本海事代理士会作成用紙)



注 意 事 項

下記の (注)乗船履歴証明書に添付する書類及び乗船履歴証明書の記載方法をよく読むこと｡ 

(注) 1.本証明書は､乗船履歴を船員手帳及び船員手帳記載事項証明書により証明することができない期間のある者に限り認められる｡ 

2.船員手帳を受有しない者が官公署の所属船舶に乗 り組んだ履歴については当該官公署が証明すること｡ 

3.船員手帳を受有しない者が官公署の所属船舶以外の船舶に乗り組んだ履歴については､船舶所有者又は船長が証明 (船長の証明は､外

国船に乗り組んだ履歴の場合又は船舶所有者の証明が得難い履歴の場合だけに限られる)すること｡

乗船履歴証明書の記載方法 

1. ｢乗船又は就業の期間｣には､乗船の初日から算入する (規則第 30条参照)0 

2. ｢乗船場所｣及び ｢下船場所｣の欄には､乗船又は下船した都 (区)市町村 (町村にあっては､県名をも記載のこと｡)名から埠頭､

海岸､マリーナ名等までを具体的に記載する｡ 

3.職業船員として船舶に乗り組んだ場合には､ ｢乗船場所｣及び ｢下船場所｣の欄に ｢職業船員｣ と記載し､注 2の記載に代えることが

できる｡ 

4.乗船履歴証明書は､乗船履歴の証明者ごとに作成する｡ 

5.船舶名のないものにあって●は､当該船舶の形式等を ｢船舶名の欄｣に記載する｡

乗船履歴証明書に添付する書類 

1.乗船履歴を証明した者 (官公署を除く｡)の印鑑証明書｡ただし､下記の 3の場合で他の船舶所有者が更に証明した場合には､他の船

舶所有者の印鑑証明書を添付するだけでよい｡ 

2.船長が乗船履歴の証明を行った場合には､証明者である船長が当該船舶の船長であることを証明できる書類 (外国船にあっては､当該

船舶の国籍の属する国の領事の証明書)0 

3.乗船履歴の証明が船舶所有者又は船長により行われる場合には､次のいずれかの書類｡ 

(1) 船舶検査書の写し 

(2) 漁船の登録の謄本 (船舶検査証書を受有しない船舶に乗 り組んだ場合に限る｡ (3)において同じ) 

(3) 証明者が居住する都道府県知事若しくは市町村の長 (特別区にあっては特別区の長｡)が証明した船舶に関する証明書等｡ 

4.乗船履歴の証明が船舶所有者又は船長により行われる場合であって､当該乗船履歴が船舶所有者自身又は船長自身に係るものである場

合には､船舶所有者自身又は船長自身の証明のほか､当該船舶に乗 り組んだ旨の当該船舶の係留施設の管理者その他の船舶所有者に代わ

って当該船舶を管理する者の証明 (管理者等が法人の場合は､その代表者の証明)及び係留施設の使用契約その他の当該乗船履歴を確認

しうる立場にあったことを信じさせるに足りる説明資料｡ 

5.試験を受けようとする者､乗船履歴の証明者及び乗船した船舶の船長の当該乗船期間中又は証明期間中における職業､勤務先又は学校 

(学部 ･課 ･学年等を含む｡)の名称､在職又は在学していた期間､当該勤務先又は学校の所在地及び電話番号並びに勤務先等での役職

名を記載した書類で勤務先又は学校で証明したもの｡ 

6.乗船履歴欄の ｢乗船場所｣及び ｢下船場所｣ の欄に職業船員であるため､ ｢職業船員｣ と記載する場合には､船舶所有者､雇主等が作

成 した受験者が当該乗船期間中当該船舶の職業船員であったことを証明するに足る書類｡

上記の書類のほか地方運輸局が必要と認める書類の提出を求められることがある｡
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